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1. 平成29年3月期第2四半期の連結業績（平成28年4月1日～平成28年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第2四半期 141,361 5.4 9,196 42.9 9,063 52.9 6,153 69.9
28年3月期第2四半期 134,098 4.7 6,436 0.2 5,926 △7.5 3,622 △22.7

（注）包括利益 29年3月期第2四半期 △165百万円 （△106.6％） 28年3月期第2四半期 2,489百万円 （△48.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年3月期第2四半期 71.59 ―
28年3月期第2四半期 42.15 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期第2四半期 257,468 143,264 54.0 1,618.74
28年3月期 266,877 148,787 53.3 1,655.70
（参考）自己資本 29年3月期第2四半期 139,144百万円 28年3月期 142,322百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― 17.00 ― 18.00 35.00
29年3月期 ― 22.00
29年3月期（予想） ― 22.00 44.00

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 292,000 1.6 19,600 16.4 18,200 28.9 12,000 30.1 139.60



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有 

(注)詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）当四半期連結会計期間における重要な子会社の異動」をご覧下さい。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に対する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、
今後様々な要因により予想値とは異なる可能性があります。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 2社 （社名）

FUJI OLEOS AMERICA DO SUL IMPO
RTACAO, SERVICOS E COMERCIO D
E PRODUTOS ALIMENTICIOS E PAR
TICIPACOES LTDA.、NEW LEYTE EDI
BLE OIL MANUFACTURING CORPOR
ATION

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期2Q 87,569,383 株 28年3月期 87,569,383 株
② 期末自己株式数 29年3月期2Q 1,610,491 株 28年3月期 1,610,095 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期2Q 85,959,133 株 28年3月期2Q 85,959,702 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得情勢は堅調に推移し個人消費は底打ちしつつ、景

気は踊り場となっております。海外経済は、米国経済は緩やかに拡大しているものの、ユーロ圏は英国の欧州連合

（ＥＵ）離脱決定の影響による欧州景気の下振れリスクの増大や、中国や新興国を中心とした経済成長の鈍化など

世界的な景気は依然力強さを欠く状態であり、先行き不透明な状況が続いております。

この様な状況の中、当社グループはローリング中期経営計画「ルネサンス不二2018」（2016年４月～2019年３

月）での基本方針である「サステナブル経営」「グローバル経営」「技術経営」に則り、成長戦略、収益構造改

革、サプライチェーンの構築により事業体質の強化を図り、顧客ニーズに即した製品開発、高機能素材の供給に取

り組んでまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における連結業績は、売上高は1,413億61百万円（前年同期比5.4％

増）、営業利益は91億96百万円（前年同期比42.9％増）、経常利益は90億63百万円（前年同期比52.9％増）、親会

社株主に帰属する四半期純利益は61億53百万円（前年同期比69.9％増）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

(油脂部門)

国内では、フライ油・製菓用油脂などのパーム油・チョコレート用油脂の販売数量が増加したこと等により増

収・増益となりました。

海外では、主に米州でパーム油の販売が伸長したことにより増収・増益となりました。

以上の結果、当部門の売上高は526億６百万円（前年同期比1.2％増）、セグメント利益（営業利益）は34億85百

万円（前年同期比53.6％増）となりました。

(製菓・製パン素材部門)

国内では、業務用チョコレート・冷菓用チョコレートの販売が伸長したことにより増収・増益となりました。

海外では、東南アジアでのマーガリン・ショートニングの販売が減少しましたが、前年度に連結子会社化したチ

ョコレート製造販売会社であるブラジルのハラルド社の売上高純増があり、増収・増益となりました。

　以上の結果、当部門の売上高は696億25百万円（前年同期比12.8％増）、セグメント利益（営業利益）は43億66

百万円（前年同期比22.9％増）となりました。

(大豆たん白部門)

大豆たん白素材は、健康食品市場向けの販売は堅調に推移しましたが、食肉・惣菜・加工食品市場向けの販売が

減少しました。大豆たん白食品は、即席あげの販売が増加しました。大豆たん白機能剤は、飲料用途向けの販売が

伸長しました。豆乳は、連結子会社トーラク(株)における小売向け豆乳販売事業の営業譲渡により、売上が減少し

ました。これらの要因により当部門全体は減収となりましたが、利益面では、事業再構築やコスト削減による採算

改善により増益となりました。

以上の結果、当部門の売上高は191億28百万円（前年同期比6.2％減）、セグメント利益（営業利益）は13億44百

万円（前年同期比118.4％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ94億９百万円減少し、2,574億68百万円とな

りました。

主な資産の変動は、現金及び預金の減少39億８百万円、受取手形及び売掛金の減少15億49百万円、原材料及び貯

蔵品の減少41億29百万円、のれんの減少16億57百万円、投資有価証券の増加10億96百万円等であります。

　有利子負債（リース債務は除く）は、前連結会計年度末に比べ71億77百万円増加し、671億77百万円となりまし

た。

　主な純資産の変動は、利益剰余金の増加54億14百万円、資本剰余金の減少26億24百万円、為替換算調整勘定の減

少68億69百万円、非支配株主持分の減少23億45百万円であります。

　この結果、自己資本比率は54.0％、１株当たり純資産は1,618円74銭となりました。

　

(連結キャッシュ・フローの状況)

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ39

億15百万円減少、前第２四半期連結累計期間末に比べ33億62百万円減少し、127億83百万円となりました。各キャ

ッシュ・フローの状況と要因は次のとおりです。

営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同期比で17億67百万円増加し、67億２百万円の収入となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益87億93百万円、減価償却費50億86百万円等による収入が、仕入債務の減少

額36億円、法人税等の支払額33億22百万円等の支出を上回ったことによるものです。

投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期比で193億21百万円支出が減少し、83億３百万円の支出となり

ました。これは主に、有形固定資産の取得による支出77億96百万円等があったことによるものです。

財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期比で259億96百万円減少し、１億42百万円の支出となりました。

これは主に、短期借入金による資金調達額の純増加額83億75百万円、長期借入による収入12億46百万円等の収入

が、連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による支出54億52百万円、長期借入金の返済による支出26億50

百万円、配当金の支払額15億47百万円による支出等を下回ったことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向を踏まえ、平成28年５月11日発表の業績予想を下記のとおり修正いたします。

平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する
当期純利益

１株当たり

当期純利益

前回発表予想 （Ａ）

百万円

310,000

百万円

17,500

百万円

16,000

百万円

10,000

円 銭

116.33

今回発表予想 （Ｂ） 292,000 19,600 18,200 12,000 139.60

増減額 （Ｂ－Ａ） △18,000 2,100 2,200 2,000 ―

増減率 （％） △5.8 12.0 13.8 20.0 ―

（ご参考）前期実績
（平成28年３月期）

287,537 16,840 14,121 9,227 107.35

売上高については、為替の影響により海外グループ会社の円換算額が減少する見込みであること、利益面では

第２四半期連結累計期間の実績および足元の業績動向を踏まえて、平成29年３月期通期連結業績予想を修正して

おります。

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

当第２四半期連結会計期間において、FUJI ÓLEOS AMÉRICA DO SUL IMPORTAÇÃO, SERVIÇOS E COMÉRCIO DE

PRODUTOS ALIMENTÍCIOS E PARTICIPAÇÕES LTDA.は、当社の連結子会社であるHARALD INDÚSTRIA E COMÉRCIO DE

ALIMENTOS S.A.に吸収合併されたため、また、NEW LEYTE EDIBLE OIL MANUFACTURING CORPORATIONは、清算手続き

の進展により資産負債の整理が終わり重要性が低下したため、連結の範囲から除外しております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間から適用し、平成28年４月１日以降に取得した構築

物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益は３百万円、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞ

れ４百万円増加しております。

（４）追加情報

繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用第26号 平成28年３月28日）を第１四半期

連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,771 12,863

受取手形及び売掛金 56,149 54,600

商品及び製品 22,766 22,816

原材料及び貯蔵品 27,196 23,067

繰延税金資産 2,334 2,068

その他 5,818 5,391

貸倒引当金 △166 △194

流動資産合計 130,869 120,613

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 31,366 33,850

機械装置及び運搬具（純額） 35,106 33,753

土地 16,129 16,076

建設仮勘定 5,031 2,839

その他（純額） 1,857 2,259

有形固定資産合計 89,491 88,778

無形固定資産

のれん 13,133 11,476

その他 9,395 9,470

無形固定資産合計 22,528 20,947

投資その他の資産

投資有価証券 16,324 17,420

退職給付に係る資産 656 919

繰延税金資産 373 680

その他 7,479 8,303

貸倒引当金 △847 △195

投資その他の資産合計 23,987 27,128

固定資産合計 136,007 136,854

資産合計 266,877 257,468
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 25,017 20,082

短期借入金 21,361 29,108

未払法人税等 3,795 2,644

賞与引当金 2,194 2,360

役員賞与引当金 50 -

その他 14,063 11,242

流動負債合計 66,482 65,439

固定負債

社債 10,000 10,000

長期借入金 28,639 28,068

繰延税金負債 7,089 4,545

役員退職慰労引当金 35 -

退職給付に係る負債 1,820 1,725

その他 4,022 4,425

固定負債合計 51,607 48,764

負債合計 118,089 114,204

純資産の部

株主資本

資本金 13,208 13,208

資本剰余金 18,302 15,678

利益剰余金 109,761 115,175

自己株式 △1,748 △1,748

株主資本合計 139,524 142,313

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,390 6,142

繰延ヘッジ損益 △980 △934

為替換算調整勘定 △422 △7,291

退職給付に係る調整累計額 △1,189 △1,085

その他の包括利益累計額合計 2,798 △3,169

非支配株主持分 6,464 4,119

純資産合計 148,787 143,264

負債純資産合計 266,877 257,468
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 134,098 141,361

売上原価 109,064 112,005

売上総利益 25,033 29,355

販売費及び一般管理費 18,596 20,158

営業利益 6,436 9,196

営業外収益

受取利息 66 298

受取配当金 109 102

デリバティブ評価益 168 248

持分法による投資利益 - 106

その他 207 184

営業外収益合計 551 940

営業外費用

支払利息 169 329

為替差損 314 226

持分法による投資損失 343 -

その他 234 517

営業外費用合計 1,061 1,073

経常利益 5,926 9,063

特別利益

事業譲渡益 170 -

特別利益合計 170 -

特別損失

固定資産処分損 191 117

減損損失 - 41

関係会社清算損失 - 110

特別損失合計 191 270

税金等調整前四半期純利益 5,905 8,793

法人税、住民税及び事業税 1,893 2,189

法人税等調整額 126 128

法人税等合計 2,019 2,318

四半期純利益 3,885 6,474

非支配株主に帰属する四半期純利益 262 321

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,622 6,153
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 3,885 6,474

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △757 751

繰延ヘッジ損益 △683 45

為替換算調整勘定 △97 △7,521

退職給付に係る調整額 127 104

持分法適用会社に対する持分相当額 15 △19

その他の包括利益合計 △1,395 △6,639

四半期包括利益 2,489 △165

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,221 248

非支配株主に係る四半期包括利益 268 △413
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,905 8,793

減価償却費 4,527 5,086

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △390 △262

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 353 139

受取利息及び受取配当金 △176 △401

支払利息 169 329

事業譲渡損益（△は益） △170 -

売上債権の増減額（△は増加） 1,134 △897

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,609 1,251

仕入債務の増減額（△は減少） △3,124 △3,600

減損損失 - 41

関係会社清算損益（△は益） - 110

その他 △492 △629

小計 6,127 9,961

利息及び配当金の受取額 158 400

利息の支払額 △179 △337

法人税等の支払額 △1,170 △3,322

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,935 6,702

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,943 △7,796

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

△17,355 -

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による収入

- 396

事業譲渡による収入 170 -

預け金の預入による支出 △4,973 -

その他 △521 △902

投資活動によるキャッシュ・フロー △27,624 △8,303

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 12,939 8,375

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は
減少）

△2,000 -

長期借入れによる収入 22,814 1,246

長期借入金の返済による支出 △1,042 △2,650

社債の償還による支出 △5,000 -

配当金の支払額 △1,461 △1,547

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の
取得による支出

△108 △5,452

非支配株主への配当金の支払額 △177 △15

その他 △111 △98

財務活動によるキャッシュ・フロー 25,854 △142

現金及び現金同等物に係る換算差額 241 △1,658

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,406 △3,401

現金及び現金同等物の期首残高 12,716 16,698

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 23 -

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 - △513

現金及び現金同等物の四半期末残高 16,145 12,783
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不二製油グループ本社㈱(2607) 平成29年３月期第２四半期決算短信

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、連結子会社である不二製油（張家港）有限公司の出資持分を追加取得いたしました。この結果、当第２

四半期連結累計期間において、資本剰余金が2,080百万円減少しました。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントの概要
当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。
当社及び当社グループ(以下 当社グループ)は油脂製品、製菓・製パン素材製品及び大豆たん白製品の製造販売

を主として行っており、取り扱う製品群毎に国内外で事業活動を展開しております。
したがって、当社グループは、製品群を基礎とした事業別のセグメントから構成されており、「油脂」、「製

菓・製パン素材」及び「大豆たん白」の３つを報告セグメントとしております。
「油脂」はヤシ油、パーム油及びパーム核油等を基礎原料とした精製油及びチョコレート用油脂等を製造販売

しております。「製菓・製パン素材」はチョコレート、クリーム、ショートニング及び乳加工食品等を製造販売
しております。「大豆たん白」は大豆たん白素材、大豆たん白食品及び豆乳等を製造販売しております。

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）

合計

油脂
製菓・製
パン素材

大豆たん白 計

売上高

外部顧客への売上高 51,989 61,710 20,398 134,098 ― 134,098

セグメント間の内部売上高
又は振替高

7,101 234 322 7,658 △7,658 ―

計 59,091 61,944 20,721 141,756 △7,658 134,098

セグメント利益 2,268 3,552 615 6,436 ― 6,436

(注) セグメント間取引消去によるものです。なお、セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致し
ております。

（参考資料）

所在地別セグメント

　(単位：百万円)

日本 アジア 米州 欧州 計 調整額 合計

売上高

外部顧客への売上高 86,429 26,079 12,421 9,167 134,098 ― 134,098

セグメント間の内部売上高
又は振替高

283 14,524 265 77 15,150 △15,150 ―

計 86,713 40,603 12,687 9,244 149,248 △15,150 134,098

セグメント利益 4,342 2,134 △171 545 6,851 △415 6,436

(注) １ 国又は地域の区分の方法…………地理的近接度によっております。
２ 各区分に属する主な国又は地域…アジア：シンガポール、マレーシア、中国、フィリピン、

インドネシア、タイ
米州 ：米国、ブラジル
欧州 ：ベルギー
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源
の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社及び当社グループ(以下 当社グループ)は油脂製品、製菓・製パン素材製品及び大豆たん白製品の製造販売
を主として行っており、取り扱う製品群毎に国内外で事業活動を展開しております。

したがって、当社グループは、製品群を基礎とした事業別のセグメントから構成されており、「油脂」、「製
菓・製パン素材」及び「大豆たん白」の３つを報告セグメントとしております。
「油脂」はヤシ油、パーム油及びパーム核油等を基礎原料とした精製油及びチョコレート用油脂等を製造販売

しております。「製菓・製パン素材」はチョコレート、クリーム、ショートニング及び乳加工食品等を製造販売
しております。「大豆たん白」は大豆たん白素材、大豆たん白食品及び豆乳等を製造販売しております。

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）

合計

油脂
製菓・製
パン素材

大豆たん白 計

売上高

外部顧客への売上高 52,606 69,625 19,128 141,361 ― 141,361

セグメント間の内部売上高
又は振替高

7,772 356 407 8,536 △8,536 ―

計 60,379 69,982 19,536 149,897 △8,536 141,361

セグメント利益 3,485 4,366 1,344 9,196 ― 9,196

(注) セグメント間取引消去によるものです。なお、セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致し
ております。

（参考資料）

所在地別セグメント

　(単位：百万円)

日本 アジア 米州 欧州 計 調整額 合計

売上高

外部顧客への売上高 86,007 24,001 21,644 9,708 141,361 ― 141,361

セグメント間の内部売上高
又は振替高

359 10,981 177 30 11,548 △11,548 ―

計 86,366 34,982 21,821 9,739 152,909 △11,548 141,361

セグメント利益 5,548 2,452 710 508 9,219 △23 9,196

(注) １ 国又は地域の区分の方法…………地理的近接度によっております。
２ 各区分に属する主な国又は地域…アジア：シンガポール、マレーシア、中国、インドネシア、タイ

米州 ：米国、ブラジル
欧州 ：ベルギー
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（企業結合等関係）

共通支配下の取引等

連結子会社間の吸収合併

１．取引の概要

①結合当事企業及びその事業の内容

　 (1)結合企業の名称 HARALD INDÚSTRIA E COMÉRCIO DE ALIMENTOS S.A.

　 事業の内容 チョコレート製品の製造販売

　 (2)被結合企業の名称 FUJI ÓLEOS AMÉRICA DO SUL IMPORTAÇÃO,SERVIÇOS E COMÉRCIO DE PRODUTOS

ALIMENTÍCIOS E PARTICIPAÇÕES LTDA.

事業の内容 食用油脂の販売業務

②企業結合日

　 平成28年４月30日

③企業結合の法的形式

当社の連結子会社のHARALD INDÚSTRIA E COMÉRCIO DE ALIMENTOS S.A.を存続会社、FUJI ÓLEOS AMÉRICA DO

SUL IMPORTAÇÃO,SERVIÇOS E COMÉRCIO DE PRODUTOS ALIMENTÍCIOS E PARTICIPAÇÕES LTDA.を消滅会社とする吸収

合併

④結合後企業の名称

　 変更ありません。

⑤その他取引の概要に関する事項

　 グループ組織再編を行う事により、グループ経営の効率化、合理化を図るものであります。

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）及び「企業結合会計基準及び事業分離

等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日）に基づき、共通支配下の取引と

して処理しております。

　

共通支配下の取引等

子会社株式の追加取得

１．取引の概要

①結合当事企業の名称及びその事業の内容

　 (1)結合企業の名称 HARALD INDÚSTRIA E COMÉRCIO DE ALIMENTOS S.A.

　 事業の内容 チョコレート製品の製造販売

②企業結合日

　 平成28年８月31日

③企業結合の法的形式

　 現物出資による株式取得（デット・エクイティ・スワップ）

④結合後企業の名称

　 変更ありません。

⑤その他取引の概要に関する事項

当社は、同社の財務体質の改善を目的とした同社の増資をデット・エクイティ・スワップによる方法で引き受

けております。

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）及び「企業結合会計基準及び事業分離

等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日）に基づき、共通支配下の取引と

して処理しております。
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３．子会社株式の追加取得に関する事項

取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現物出資の対象となる債権の額面総額 5,151百万円

現物出資の対象となる債権に対する貸倒引当金 ―

取得原価 5,151百万円

　

共通支配下の取引等

持分法適用非連結子会社株式の追加取得

１．取引の概要

①結合当事企業の名称及びその事業の内容

　 被取得企業の名称 INTERNATIONAL OILS & FATS LTD.

　 事業の内容 チョコレート用油脂原料の製造販売

　 ②企業結合日

　 平成28年５月27日

　 ③企業結合の法的形式

　 当社連結子会社による非支配株主からの株式取得

　 ④結合後企業の名称

　 変更はありません。

　 ⑤その他取引の概要に関する事項

当社の連結子会社が追加取得した株式の議決権比率は50％であり、当該取引により当社グループにおける議決

権比率は100％となります。当該追加取得は、グループ経営体制の強化・意思決定の迅速化を図るために行ったも

のであります。

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）及び「企業結合会計基準及び事業分離

等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日）に基づき、共通支配下の取引等

のうち、非支配株主との取引として処理しております。

３．子会社株式の追加取得に関する事項

　 取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金及び預金 3,480千米ドル（382百万円）

債権 1,692千米ドル（185百万円）

取得原価 5,173千米ドル（567百万円）
　
４．非支配株主との取引に係る当社の持分変動に関する事項

①資本剰余金の主な変動要因

持分法適用非連結子会社株式の追加取得

②非支配株主との取引によって減少した資本剰余金の金額

567百万円
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共通支配下の取引等

　 子会社出資持分の追加取得

１．取引の概要

①結合当事企業の名称及びその事業の内容

　 被取得企業の名称 不二製油（張家港）有限公司

　 事業の内容 食用油脂、製菓製パン原材料の製造販売

　 ②企業結合日

　 平成28年９月14日

　 ③企業結合の法的形式

　 非支配株主からの出資持分の取得

　 ④結合後企業の名称

　 変更はありません。

　 ⑤その他取引の概要に関する事項

追加取得した出資持分は40％であり、当該取引により当社の出資持分は98.1％となります。当該追加取得はグ

ループ経営体制の強化・意思決定の迅速化を図るために行ったものであります。

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）及び「企業結合会計基準及び事業分離

等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日）に基づき、共通支配下の取引等

のうち、非支配株主との取引として処理しております。

３．子会社出資持分の追加取得に関する事項

　 取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金及び預金 4,505百万円

取得原価 4,505百万円

４．非支配株主との取引に係る当社の持分変動に関する事項

①資本剰余金の主な変動要因

子会社出資持分の追加取得

②非支配株主との取引によって減少した資本剰余金の金額

2,080百万円
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取得による企業結合

１．企業結合の概要

①被取得企業の名称及び事業の内容

　 被取得企業の名称 GCB SPECIALTY CHOCOLATES SDN.BHD.

　 事業の内容 業務用チョコレートの開発・製造・販売に関する事業

　 ②企業結合を行った主な理由

当社グループにおいて、アジア市場は今後さらに持続的な成長が見込まれ、重点エリアとして取り組んでおり

ます。また、事業戦略としてチョコレート用油脂事業とチョコレート用油脂を使用したコンパウンドチョコレー

ト事業で世界トップ企業を目指しており、GCB SPECIALTY CHOCOLATES SDN.BHD.は当社グループの油脂拠点と立地

が近いこと、今後のアジアでの業務用チョコレート事業の拡大にシナジー効果が期待できることから株式取得に

至りました。

③企業結合日

　 平成28年８月１日（株式取得日）

　 平成28年９月30日（みなし取得日）

　 ④企業結合の法的形式

　 現金を対価とする株式取得

　 ⑤結合後企業の名称

　 変更はありません。

　 ⑥取得した議決権比率

70.0％

　 ⑦取得企業を決定するに至った主な根拠

　 当社連結子会社による現金を対価とする株式の取得であるため。

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

平成28年９月30日をみなし取得日としており、かつ四半期連結決算日との差異が３ケ月を超えないことから貸借

対照表のみ連結しているため、当第２四半期連結損益計算書においては、被取得企業の業績を含んでおりません。

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金及び預金 12,810千マレーシアリンギット（329百万円）

取得原価 12,810千マレーシアリンギット（329百万円）
　

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　 ①発生したのれんの金額

　 190百万円

なお、当第２四半期連結会計期間末においては、取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算出された

金額であります。

②発生原因

今後の事業展開によって期待される超過収益力により発生したものであります。

③償却方法及び償却期間

投資効果の発現する期間を見積り、合理的な期間で均等償却する予定であります。なお、投資効果の発現する

期間については、現在算定中であります。
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